
平成™œ年œ月™™日 水曜日 (号外第˜—œ号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
京
都
市
下
京
区
上
珠
数
屋
町
通
不
明
門
西
入
上

珠
数
屋
町
三
一
九
番
地
、
最
後
の
住
所
京
都
市
伏
見

区
醍
醐
上
ノ
山
町
一
一
番
地

同
和
園

被
相
続
人

亡

畠
山
千
代
乃

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

事
務
所
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
三
条
下
ル

大
同

生
命
京
都
ビ
ル
八
階

烏
丸
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

佐
竹

明

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
質
美
室
垣
内
一
八
番

地
、
最
後
の
住
所
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
質
美
澤

田
ノ
下
二
九
番
地

被
相
続
人

亡

森
田
治
三
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

京
都
市
中
京
区
両
替
町
通
夷
川
上
ル
松
竹
町
一
二

九
番
地
弁
護
士
法
人
田
中
彰
寿
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

加
藤

綾
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
市
天
王
寺
区
悲
田
院
町
四
番
、
最
後
の
住

所
大
阪
府
羽
曳
野
市
学
園
前
六
丁
目
一
番
一
号

被
相
続
人

亡

谷
口

秀
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

大
阪
府
東
大
阪
市
鴻
池
本
町
六
番
二
七
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

田
中

稔
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
御
影
中
町
七
丁
目
五

番
、
最
後
の
住
所
兵
庫
県
姫
路
市
広
畑
区
蒲
田
三
一

九
番
地
三
一

被
相
続
人

亡

下
大
薗
文
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

兵
庫
県
姫
路
市
本
町
六
八
番
地
一
七
〇

大
手
前

第
一
ビ
ル
三
階
e

一
相
続
財
産
管
理
人

柳
谷

義
則

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岡
山
県
岡
山
市
南
区
大
福
四
一
九
番
地
三
七
、

最
後
の
住
所
岡
山
市
南
区
藤
田
四
四
八
番
地
一
七

被
相
続
人

亡

横
田

宏

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

事
務
所
岡
山
市
北
区
春
日
町
五
番
六
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士
法
人
岡
山
パ
ブ

リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

代
表
者
代
表
社
員

井
上

雅
雄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
市
南
区
仁
保
三
丁
目
三
〇
番
、
最
後
の
住

所
広
島
市
南
区
仁
保
三
丁
目
三
〇
番
五
e

六
〇
五
号

被
相
続
人

亡

長
原

惠
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

事
務
所
広
島
市
中
区
上
幟
町
二
番
三
六
e

二
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

吉
見

直
孝

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
媛
県
今
治
市
菊
間
町
佐
方
三
二
九
番
地
、
最

後
の
住
所
大
阪
市
城
東
区
関
目
二
丁
目
一
五
番
八
e

一
四
〇
五
号

被
相
続
人

亡

生
口
良
太
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

大
阪
市
北
区
南
森
町
一
丁
目
三
番
二
七
号
南
森
町

丸
井
ビ
ル
八
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

小
島

幸
保

{
サ
ン
ハ
ウ
ジ
ン
グ

|
福
岡
県
知
事
\
1
6
1
4
8

}
代
表
清
成
元

~
福
岡
県
春
日
市
桜
ヶ
丘
一
丁
目
5
9
`
1
0
3号

�
1
0
0
0万
円

�
福
岡
県
知
事

‚
福
岡
県
春
日
市
桜
ヶ
丘
一
丁
目

5
9
`

1
0
3号

サ
ン
ハ
ウ
ジ
ン
グ

代
表

清

成
元

{
谷
商
事

|
兵
庫
県
知
事
\
第
3
0
0
3
6
9号

}
代
表
谷
進
介

~
兵
庫
県
川
西
市
大
和
東
２
丁
目
3
6番
地
３

�

1
0
0
0万
円

�
兵
庫
県
知
事

‚
兵
庫
県
川
西
市
大
和
東
２
丁
目
3
6番
地
３
谷
商
事
代
表
谷
進
介

{
上
武
建
設
株
式
会
社

|
大
阪
府
知
事
_
4
4
9
7
1

}
代
表
取
締
役
上
武
勝
宣

~
大
阪
府
大
東
市
大
字
龍
間
7
6
9

番
地
の
１

�
1
0
0
0万
円

�
大
阪
府
知
事

‚
大
阪
府
大
東
市
大
字
龍
間

7
6
9番
地
の
１

上
武
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
上
武
勝
宣

{
株
式
会
社
明
治

|
国
土
交
通
大
臣
_
5
4
0
9

}
代
表
取
締
役
川
村
和
夫

~
東
京
都
江
東
区
新
砂
一
丁
目
２
番

1
0号

廃
止
し
た
従
た
る
事
務
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
橋
一
丁
目
８
番

3
0号

�
5
0
0万
円

�
関
東
地
方
整

備
局
長

‚
東
京
都
江
東
区
新
砂
一
丁
目
２
番
1
0号

株
式
会
社
明
治
代
表
取
締
役
川
村
和
夫

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
大
字
南
原
九
九
三
番

地
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

尾
形

智
矩

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

福
岡
県
田
川
市
栄
町
一
番
二
号

司
法
書
士
法
人

み
ず
き
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

古
谷
加
奈
絵

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
岡
市
東
区
舞
松
原
二
丁
目
一
五
五
番
地
二
六

四
、
最
後
の
住
所
福
岡
市
東
区
舞
松
原
二
丁
目
二
七

番
二
一
号

被
相
続
人

亡

庄
野

一
次

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

福
岡
市
中
央
区
大
濠
公
園
二
番
三
五
号

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
六
〇
三

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

宮
薗

篤

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
3
0条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
2
7条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

平
成

2
5
年
５
月

2
2
日

記

［
掲
載
順
序
］

{
商
号
又
は
名
称

|
免
許
証
番
号

}
（
代
表
者
の
）
氏
名

~
事
務
所
の
所
在
地

�
営
業
保
証
金
の
額

�
申

出
書
提
出
先

‚
掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名

œš
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